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試験運用中における緊急地震速報の精度評価 

 

ここでは、平成１６年２月２５日の試験運用開始から平成１８年６月３０

日までに提供された７７８例の緊急地震速報について、「一般向け緊急地震

速報の発表条件（地震波が２点以上の地震計で観測され、最大震度が５弱以

上と推定された場合に発表）」及び「一般向け緊急地震速報の発表内容（地

震発生時刻、地震の震央、強い揺れ（震度５弱以上）が推定される地域及び

震度４が推定される地域（いずれも全国を約２００地域に分割））」を踏まえ

て精度評価を実施した結果を示す。※ 

 

１．誤報の発信事例 

これまで提供した７７８例の緊急地震速報のうち、誤報（落雷等地震以

外の原因で発信される緊急地震速報）が２６例であった。これらは全て１

観測点のデータを用いている段階で発信されたものであり、２点以上の観

測点のデータを用いた段階での誤報の発信事例はない。また、この２６例

のうち推定された最大震度が５弱以上となったものは５例であり、その原

因別の回数は表１のとおりである。 

なお、「操作手順の誤り」による誤報については、これを防止するため

の機器の改修やマニュアルの整備を行い再発防止のための対策を行った

結果、また、「機器の不良・障害等」による誤報についても機器の交換や

改修による対策を図ったことから、図１のとおり、その発生頻度は減少し

ている。 

 

 

 

 

 

 

                         
※ 平成１６年２月２５日から平成１７年３月２９日までは、関東から九州東岸までの主に太平洋側
の地域で発生する地震、平成１７年３月３０日から平成１８年３月３０日までは、これに東北及び
北海道地方（北海道の北部を除く）を加えた地域に発生する地震、３月３１日からは日本全国を対
象にして発信された緊急地震速報である。 
また、平成１６年２月の試験運用開始後も、（独）防災科学技術研究所が開発した手法を導入する
など、震源等の推定手法の改善を行っており、以下に示す評価結果のうち、誤報の発信回数及び情
報発表の所要時間以外は、平成１８年６月現在で採用している手法で再計算を行った結果を、評価
したものである。 

資料 ４ 
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表１：２６例の誤報のうち、第１報で推定された最大震度が５弱以上となった事例の原因別の回数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１：期間別の誤報の発生頻度 

 ＊１ 図中の“（ ％）”は当該期間に提供された緊急地震速報に対する誤報の発生割合を
表している。 

 ＊２ 緊急地震速報の期間別発信回数 
2004年2月25日 ～ 2005年3月31日 123例 
2005年4月01日 ～ 2006年6月30日 655例 

 

 

 

 

第１報で推定された最大震度 

誤報が発信された原因 

５弱 ５強 ６弱 ６強 ７ 

合計 

操作手順の誤り ３ ０ １ ０ ０ ４ 

落雷によるサージや地動、

またはそれ以外の地動 
０ ０ ０ ０ ０ ０ 

機器の不良・障害等 １ ０ ０ ０ ０ １ 

 合計 ５ 

凡例 
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 ：第1報のデータ 

による情報 

 ：２観測点以上のデ

ータによる情報 

２．緊急地震速報提供までの所要時間 

最大震度４以上を観測した地震６４例を対象に緊急地震速報提供まで

の所要時間を評価したところ、地震の検知時刻から、第１報が提供される

までの時間は平均５．６秒、２点以上の観測点のデータを用いている場合

は平均６．４秒であった（図２参照）。 

なお、ここに示す所要時間は地震の検知から緊急地震速報発信までの時

間を表しており、利用者が情報を入手するまでには、情報の伝達に要する

時間がこれに加わる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図２：震源に最も近い観測点で地震を検知してからの経過時間 

＊２点以上の観測点のデータを用いたもので、地震の検知から情報発信までに２８秒を要
したものが１例、２０秒が1例、15秒が1例ある） 
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３．一般向け緊急地震速報の発表タイミング及び精度 

  試験運用期間中に一般向け緊急地震速報の発表条件（２点以上の観測点

のデータを用いた解析で最大震度が５弱以上と推定された場合）を満たし

た地震は表２に示す１５事例である。以下、（１）から（３）に、これら

１５事例について、一般向け緊急地震速報として発表される情報の発表タ

イミング及び精度を検証した結果を示す。 

 
表２：一般向け緊急地震速報の発表条件を満たした地震（１５事例） 

 

地震発生日時 震央地名
ﾏｸﾞﾆ 

ﾁｭｰﾄﾞ 

観測された
最大震度 

推定された
最大震度＊
１ 

情報提供の 

タイミング＊２ 

１ 
２００４年 ９月 ５日

１９時０７分 
紀伊半島沖 ７．１ ５弱 ５弱 ○ 

２ 
２００４年１０月２３日

１７時５６分 

新潟県 

中越地方
６．８ ７ ６弱 × 

３ 
２００４年１１月１０日

０３時4３分 

新潟県 

中越地方
５．３ ５弱 ５弱 × 

４ 
２００４年１２月２８日

１８時３０分 

新潟県 

中越地方
５．０ ５弱 ５弱 × 

５ 
２００５年 １月 ９日

１８時５９分 
愛知県西部 ４．７ ４ ５弱 × 

６ 
２００５年 ２月１６日

０４時４６分 
茨城県南部 ５．３ ５弱 ５弱 × 

７ 
２００５年 ４月１１日

０７時２２分 

千葉県 

北東部
６．１ ５強 ６弱 × 

８ 
２００５年 ６月２０日

０１時１５分 

千葉県 

北東部
５．６ ４ ５弱 × 

９ 
２００５年 ６月２０日

１３時０３分 

新潟県 

中越地方
５．０ ５弱 ５弱 × 

10 
２００５年 ７月２３日 

１６時３４分 

千葉県 

北西部
６．０ ５強 ５弱 × 

11 
２００５年 ８月１６日

１１時４６分 
宮城県沖 ７．２ ６弱 ５強 ○ 

12 
２００５年１０月１９日

２０時４４分 
茨城県沖 ６．３ ５弱 ５弱 ○ 

13 
２００５年１２月１７日

０３時３２分 
宮城県沖 ６．６ ４ ５弱 ○ 

14 
２００６年 ３月２７日

１１時５０分 
日向灘 ５．５ ５弱 ５弱 × 

15 
２００６年 ４月２１日

０２時５０分 

伊豆半島 

東方沖 
５．６ ４ ５強 × 
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＊１ 一般向け緊急地震速報を発表した時点で推定された最大震度 
＊２ “○”は一般向け緊急地震速報が、震源に最も近い地点に主要動（大きな揺れ）が到達する
までに提供できたことを、“×”は主要動が到達するまでに提供できなかったことを表す。 

 
 

（１）発表タイミング 

 一般向け緊急地震速報の発表が主要動（大きな揺れ）の到達前であっ

たか否かを検証した。 

その結果は表２の「情報提供のタイミング」の欄に示すとおりで、震

源に最も近い陸上の地点に主要動が到達するまでに提供できた例は４

例、できなかった例は１１例であった。 

 

（２）震度の推定精度 

一般向け緊急地震速報で発表対象とされた地域（推定された最大震度

が４以上の地域）毎に推定された最大震度と、観測された最大震度の誤

差を検証した。 

   その結果は表３に示すとおり、推定された最大震度が４以上となった 

  １５６地域のうち１４２地域（９１％）で震度階級±１以内の誤差であ

った。 

 

表３：一般向け緊急地震速報で推定された最大震度と観測された震度の比較 

一般利用者向け緊急地震速報  

4 5弱 5強 6弱 6強 7 

1以下       

2 8      

3 44 1     

4 59 11 1 1   

5弱 11 9 1    

5強 1 4 2 1   

6弱  1     

6強       

観

測

さ

れ

た

震

度 

7    1   

＊２００５年４月１１日の千葉県北東部の地震 

による事例である。主な原因としては、マグ 

ニチュードの推定値がほぼ正確であるにもか 

かわらず震源位置（深さ）を実際よりも浅く 

推定したためと思われる。 

・詳細なデータによる震源要素   北緯35°44′ 東経140°37′深さ52㎞ ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ6.1 

・緊急地震速報で推定した震源要素 北緯35°48′ 東経140°24′深さ10㎞ ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ6.0 

合   計 156 

一   致 45% 

±1階級以内 91% 

 ※
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（３）主要動到達予測時刻の精度 

観測された最大震度が４以上となった地点について、一般向け緊急地

震速報の主要動到達予測時刻（仮に発表するとした場合）と実際の主要

動到達時刻との誤差を検証した※。 

その結果は図３～図４に示すとおりで、両期間とも主要動が予測より

も早く到達した事例が多く見られるが、（独）防災科学技術研究所の高

感度地震観測網（Ｈｉ－ｎｅｔ）で得られる即時的な震源データの取り

込み開始以降は、全体的に誤差が小さくなっている。 

なお、図３で、主要動が予測よりも最大で８秒早く到達した例がある

が、この８秒早く到達した例は、実際の猶予時間（情報の提供から主要

動到達までの時間）が０～１５秒程度と短い地点で起きており、これは

例えば１０秒猶予時間があるとされた場所に、実際には２秒後に主要動

が到達することを意味している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図３：観測された最大震度が４以上となった地点における主要動到達予測時刻の誤差 

(2004年2月25日～2005年6月7日)  

 

 

 

 

                         
※ 主要動到達予測時刻の推定精度は、震源位置の推定精度に大きく左右される。このことから、そ

の検証にあたっては、(独)防災科学技術研究所の高感度地震観測網(Hi-net)で得られる即時的な震

源データの取り込みを開始した2005年6月8日を起点に、前後の期間に分けて検証を行った。 
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予測より遅く揺れる 予測より早く揺れる 主要動到達時刻の誤差（秒） 
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図４：観測された最大震度が４以上となった地点における主要動到達予測時刻の誤差 

(2005年6月8日～2006年6月30日)  
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（例） 

予測より遅く揺れる 予測より早く揺れる 主要動到達時刻の誤差（秒） 

（予測した到達時刻－実際の到達時刻）

ずれの平均 ＝ 1.0(秒) 

偏差    ＝ 3.0(秒) 


